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今
か
ら
１
２
４
年
前
の
明
治
31
年

（
１
８
９
８
）、
豆ず

相そ
う

鉄
道
が
、
三
島
町（
三

島
田
町
）―
南
條（
伊
豆
長
岡
）間
で
開
通
し

ま
し
た（
現
在
の
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
）。

伊
豆
長
岡
に
は
、
伊
豆
三
古
湯
の
一
つ
で

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
も
つ「
古
奈
温
泉
」

と
、
明
治
に
開
湯
さ
れ
た「
長
岡
温
泉
」
が

あ
り
、
鉄
道
に
乗
っ
て
、
遠
方
か
ら
多
く
の

湯
治
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
、
多
く
の
旅
館
が
開
業
し
、
与

謝
野
晶
子
、
北
原
白
秋
、
武
者
小
路
実
篤
な

ど
の
文
豪
が
滞
在
し
、
作
品
を
執
筆
し
た
と

い
い
ま
す
。

　

自
動
車
は
、
20
世
紀
半
ば
ま
で
大
衆
車
が

普
及
せ
ず
、
一
部
の
富
裕
層
し
か
所
有
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
の
伊
豆
長
岡
に
は

犬
養
毅
な
ど
の
政
治
家
が
別
荘
を
構
え
る
な

ど
の
背
景
か
ら
、
当
時
で
は
珍
し
か
っ
た
車

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

明
治
32
年（
１
８
９
９
）に
は
、
南
條（
伊

豆
長
岡
）―
大
仁
間
も
開
通
。
大
仁
駅
が
で

き
た
こ
と
で
、
駅
を
拠
点
と
し
て
数
々
の
産

業
が
興
り
ま
し
た
。
東
洋
醸
造（
現
・
旭
化

成
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
）や
東
京
電
気（
現
・

東
芝
テ
ッ
ク
株
式
会
社
大
仁
工
場
）と
い
っ

た
企
業
が
根
付
き
、
湯
治
客
は
大
仁
駅
か
ら

温
泉
場
へ
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
正
８
年（
１
９
１
９
）に
駿
豆

線
と
し
て
全
線
が
電
化
し
、
大
仁
―
修
善
寺

間
が
開
通
し
た
の
は
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

の
こ
と
で
し
た
。

　

鉄
道
開
通
の
歴
史
は
、
伊
豆
の
国
市
の
発

展
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
の
国
市
内
の
バ
ス
が
運
行
を

始
め
た
の
は
大
正
６
年（
１
９
１
７
）。
東

海
自
動
車
の
前
身
で
あ
る
伊
東
自
動
車
の
伊

東
―
大
仁
間
の
乗
合
自
動
車
が
最
初
で
し

た
。
そ
の
後
、
バ
ス
の
発
展
は
、
戦
争
を
機

に
燃
料
や
資
材
の
制
限
を
受
け
て
縮
小
の
傾

向
が
あ
っ
た
も
の
の
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら

高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
人
々
の
生
活
は

豊
か
に
な
り
、
レ
ジ
ャ
ー
や
旅
行
に
向
か
う

人
々
の
バ
ス
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
、「
移
動
手
段
＝

公
共
交
通
」の
時
代
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

明治時代に田方平野を走った
　　　　　米国ボールドウィン社製蒸気機関車

大正２年（1913）頃の大仁駅。中伊豆の玄関口だった駅には活気がありました。鉄道を
使って市場まで製品を運ぶために、工場と駅の間を多くの馬車が行き交いました。

昭和23 年（1948）に全国初の国産ディーゼルボンネットバスが導
入され、その後、伊豆地域は観光客でにぎわいました。

昭和30 年（1955）頃の古奈温泉街。当時はまだ自動車
が多くないため、道路は舗装されていませんでした。

昭和初期の長岡温泉街。明治40 年（1907）に発見された
新しい温泉により、街は一大旅館街に発展しました。

大
正
10
年（
１
９
２
１
）当
時
の

　
　
　

駿
豆
鉄
道
の
新
造
電
気
機
関
車


